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『 ペットの 命を守る本 』 C O N T E N T S

第１章  ペットの救急法
１　ペットの救急救助の現状

ペットレスキューの対象／ペット用酸素マスクの
寄付活動／ペット救急の根拠法令

２　ペットの救命法の基本
「救命の連鎖」で命を救う／ペットの救命救急
法の用語や指針の定義

３　ペットの救命法を実践する
観察、意識・反応の確認／安全確認・動物病
院の手配と搬送／呼吸と脈の確認／心肺蘇生
法（胸部圧迫、人工呼吸）／搬送途中の救命
処置の継続と声かけ／気道異物除去

４　応急処置と日常での危険への対応
止血法／骨折時の処置／アナフィラキシー
ショック／やけど／熱中症／犬に噛まれたら／
自然毒のリスク

　

第２章  災害時の救急対応
１　地震に備えてペットを守る

大地震の際に予測されるペットのケガ／災害発
生直後のペットの探し方／高所から降りられな

くなった猫の助け方／地震発生時の行動手順／
「避難放棄ペット」を出さないために／ペット救
助に必要な道具／地震後の火災について

２　水害に備えてペットを守る
水害をどうやって予測するのか／洪水など水害
時の危険リスク／ヘリコプターによる救助／も
し、川に流されてしまったら／湖や川、海での
水遊びの危険性

３　噴火に備えてペットを守る
降灰の影響とリスクの予測／情報収集

 

第３章  ペットとの同行・同伴避難
１　�避難の前に知っておきたいこと、備えて

おくべきこと
環境省の「人とペットの災害対策ガイドライン」
を読んでおこう／同行避難と同伴避難／避難
中のペットの飼養環境の確保／避難生活にお
けるペットの感染症対策

２　ペットの避難用備蓄品について
 

第４章  動物の保護と介在活動
１　海外の動物保護活動

国際的動物福祉の基本（５つの自由）／インド・
アメリカ・ドイツの事例

２　動物介在介入と動物介在医療
医療現場を訪れる犬への理解／ペット同伴入
院・ペット連れ面会

 
〈TOPIC〉
ペットの虐待を減らすために／ペットのシートベルト
着用義務／犬・猫にマイクロチップ義務化で飼い主
特定　改正動物愛護法が成立／災害救助犬につい
て／ペットの安全な在宅状態について／動物のいる
避難所が癒しになる？／事例１　岡山県倉敷市・総
社市のペット同伴避難所開設事例／事例２　熊本
地震における地域獣医師会の取り組み／ペットと新
型コロナウイルス感染症
 

〈その他〉
資料編／用語集／参考文献
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【著】サニー カミヤ （Sunny Kamiya）

一般社団法人 日本国際動物救命救急協会 代表理事／一般社団法
人 日本防災教育訓練センター 代表理事
1962年福岡県生まれ。福岡市消防局のレスキュー隊小隊長を務め
た後、国際緊急援助隊員、ニューヨーク州救急隊員として活動。
人命救助者数は1,500名以上を数える。2014年より再び活動拠点
を日本に移し、リスク・危機管理、防災、防犯、各種テロ対策コ
ンサルタントなどの活動を行う。さらには「助かる命を助けるた
めに」をテーマに、ペットの救命救急法（ペットセーバープログ
ラム）の講習を日本全国で展開。ペットの飼い主や消防士などに、
日常事故や自然災害時における実践的な動物愛護と保護に向けた
取り組み、および飼い主とペットの「生命・身体・財産・生活・
自由」を守るための防災教育の普及活動を行っている。

【監修】小沼 守 （Mamoru Onuma）

獣医師、博士（獣医学）
大相模動物クリニック 名誉院長／ペット健康まもるラボ 主宰／
千葉科学大学 教授
1967年埼玉県生まれ。1991年に日本大学農獣医学部獣医学科を
卒業し、1995年におぬま動物病院（現・大相模動物クリニック）
を開院、2011年に日本大学大学院獣医学専攻修了。2017年に千
葉科学大学に着任、2021年には犬・猫以外のエキゾチックペット
セーバープログラムを構築。ペットの災害対策や危機管理、災害
救助犬などの社会貢献活動、サプリメントなど機能性食品開発に
向けた研究を行っている。




